
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年度 

ともに世界に意味を創り出す教育をデザインする 

 −「記録」の意味を再構築する− 

研究の目的 

1 | 実践において自らが何をどのように選択しているのか、そのことについて 

  語り合い、背景にある実践論理を自らの言葉で言語化することでいかに実践者の 

  専門性を高めていくのかについて,自らの実践から探究する。 

2 | 保育実践と取り巻く営みの一つとしてある「記録」について,言説としての意義や 

  価値ではなく,自らの実践から問い直してく。 

  何のために「記録」を書き,その「記録」は何をもたらすのかを探索的に検討する。 

方法 

1 | 「記録」を巡り,省察的思考を土台とした対話を行う。 

  これまでの「記録」,および「ともにあること」の実質化に向けた実践における 

  「記録」についてその意味を実践から立ち上げる。 

2 | 変容として捉えるのではなく,一つひとつの実践における意味を捉え直し, 

自分自身にとっての「記録」のあり方を再構築していく。 



 

 

 

 

 

 


